
▽
日
時
　
２
月
15
日(

日)

午
前
10

時
〜
午
後
３
時
。

▽
会
場
　
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー

ズ
（
屋
板
町
）。

▽
内
容
　
１
年
間
の
感
謝
を
込
め

て
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
、
手
話
、

点
字
体
験
な
ど
、
多
く
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
。

野
菜
朝
市
な
ど
、
多
数
出
店
あ

り
。

▽
申
込
　
不
要
。

Á

サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
1

(

656)

１
４
５
８

▽
日
時
　
３
月
２
・
４
日
、
午
前

10
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分
。

▽
会
場
　
上
河
内
保
健
セ
ン
タ
ー

（
上
田
町
）、
上
河
内
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
松
田
新
田
町
）。

▽
内
容
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す

る
講
話
、
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
、
車

椅い

子す

体
験
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

の
談
話
な
ど
。

▽
対
象
　
市
内
に
在
住
か
通
勤
通

学
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
人
。

▽
定
員
　
先
着
20
人
。

▽
費
用
　
500
円
（
保
険
料
な
ど
）。

▽
申
込
　
２
月
２
日
か
ら
、
電
話

で
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
上
河
内

支
所
1(

674)
４
０
０
３
へ
。

■
会
場
・
講
座
名
・
開
講
日
・
定

員
　
左
表
の
通
り
。

■
期
間

４
月
か
ら
１
年
間
。

■
対
象

市
内
在
住
の
60
歳
以
上

（
平
成

21
年
４
月
１
日
現
在
）
。

初
心
者
対
象
。

■
費
用

教
材
費
。

■
申
込

受
講
希
望
者
は
、
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な)

・
性
別

（
ダ
ン
ス
講
座
の
み
）
・
生
年
月

日
・
電
話
番
号
・
希
望
講
座
（
第

２
希
望
ま
で
）
を
書
き
、
３
月
13

日
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

直
接
ま
た
は
郵
送
（
す
こ
や
か
荘
・

は
じ
め
て
の
筋
力
ア
ッ
プ
体
操
は

除
く
）
で
各
施
設
へ
。
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
。

受
講
は
各
セ
ン
タ
ー
１
人
に
付

き
１
講
座
ま
で
。
な
お
、
各
施
設

よ
り
無
料
送
迎
バ
ス
が
出
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

定
員
が
お
お
む
ね
半

数
に
満
た
な
い
講
座
は
休
講
と
な

り
ま
す
。
一
度
修
了
さ
れ
た
講
座

に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
再
度

受
講
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

▽
こ
と
ぶ
き
会
館
　
〒
321-

0112
屋

板
町
558
1(

656)

８
７
９
２
。

▽
ふ
れ
あ
い
荘
　
〒
321-

0904
陽
東

２
丁
目
３
―
１
1(

663)

３
１
５
６
。

▽
や
す
ら
ぎ
荘
　
〒
320-

0075
宝
木

本
町
１
９
９
１
―
１
1(

665)

５
２

８
４
。

▽
す
こ
や
か
荘
　
〒
320-

0856
下
砥

上
町
１
２
５
９-

３
1(

648)

７
７
５

０
。
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◎ジフテリア・破傷風（ＤＴ）二種混合予防接種の受け方が変わりました 昨年度まで、小学6年生を対
象に学校での集団接種で実施していた二種混合予防接種が、市内に住民登録のある11・12歳の人を対象
に、医療機関での個別接種になりました。Á保健予防課1(626)1114

健
康
・
福
祉

国
保
・
年
金

健康･福祉･国保･年金

催
　
し

サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
で

サ
ン
・
ア
ビ
感
謝
祭

教
室
・
講
座

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
理
解
を
深
め
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

生
き
が
い
作
り
を
応
援

平
成
21
年
度
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

各
種
教
養
講
座
募
集

平成21年度老人福祉センター各種講座
会場 講　　　座 開講日 定員

こ
と
ぶ
き
会
館

墨絵
踊り
吟詠
俳句
生け花
太極拳
書道
日光彫
フラダンス

第1･3火
第1･3火
第1･3水
第2･4水
第2･4木
第2･4木
第1･3木
第2･4金
第1･3水

15人
20人
20人
20人
20人
30人
30人
15人
20人

ふ
れ
あ
い
荘

や
す
ら
ぎ
荘

す
こ
や
か
荘

囲碁
茶道
大正琴
墨絵
書道
いきいき百歳体操
陶芸
日光彫
手芸
民謡
吟詠

民謡
茶道
日本画
水墨画
書道
山野草
華道
油絵
絵手紙
囲碁
太極拳
盆栽
ヨーガ・リズム体操

社交ダンス
書道
編物
日光彫
日本画
踊り
水墨画
短歌
太極拳
民謡
はじめての筋力アップ体操(木)
はじめての筋力アップ体操(金)

第1･3月
第1･3月
第1･3火
第2･4火
第1･3水
第2･4水
第1･3木
第2･4木
第2･4金
第2･4木
第1･3金

第1･3月
第1･3月
第2･4月
第2･4月
第1･3火
第1･3木
第1･3木
第2･4木
第2･4木
第1･3金
第2･4金
第2･4金
第1･3土

第1･3月
第2･4金
第1･3月
第1･3火
第1･3火
第1･3水
第1･3水
第2･4水
第2･4木
第1･3木
第1･3木
第2･4金

時　間

10:00～12:00
10:00～12:00
10:00～12:00
10:00～14:00
10:00～12:00
10:00～12:00
10:00～12:00
10:00～14:00
10:00～12:00

10:00～12:00
10:00～14:00
10:00～12:00
10:00～12:00
10:00～12:00
10:00～12:00
10:00～14:00
10:00～14:00
10:00～12:00
13:00～15:00
13:00～15:00

10:00～12:00
10:00～14:00
10:00～12:00
10:00～12:00
10:00～12:00
10:00～12:00
10:00～12:00
10:00～14:00
10:00～12:00
10:00～12:00
10:00～12:00
10:00～12:00
13:00～14:30

10:30～12:30
10:00～12:00
10:30～14:30
10:00～14:00
10:00～14:00
10:30～12:30
10:00～12:00
10:00～12:00
10:00～12:00
10:00～12:00
10:30～12:00
10:30～12:00

20人
10人
10人
20人
20人
30人
10人
15人
10人
20人
10人

20人
10人
20人
20人
20人
20人
20人
20人
20人
20人
30人
20人
30人

20人
20人
20人
15人
20人
10人
20人
20人
25人
20人
20人
20人



▽
日
時
　
２
月
27
日(
金)
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
。

▽
会
場
　
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
（
中
今
泉
３
丁
目
）。

▽
内
容
　
「
役
立
つ
！
身
に
つ

く
！
今
日
か
ら
出
来
る
認
知
症
予

防
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
宇
良
千

秋
さ
ん
（
東
京
都
老
人
総
合
研
究

所
認
知
症
予
防
対
策
室
）
に
よ
る

講
演
会
。

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
高
齢
者
や

介
護
支
援
者
な
ど
。

▽
定
員
　
先
着
350
人
。

▽
申
込
　
電
話
で
、
高
齢
福
祉
課

1(

632)

２
３
５
８
へ
。

▽
日
時
　
２
月
28
日(

土)

午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
。

▽
会
場
　
市
役
所
14
階
大
会
議

室
。

▽
内
容
　
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
、
認
知
症
の
人
や
家

族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
で
あ

る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す

る
た
め
の
講
師
役
で
あ
る
「
認
知

症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
」
の
養
成

研
修
。

▽
対
象
　
市
内
に
在
住
か
通
勤
通

学
し
て
お
り
、
年
間
３
回
程
度
市

民
を
対
象
と
し
た
「
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
行
え
、
1

〜
4
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

1
認
知
症
介
護
指
導
者
養
成
研
修

修
了
者
2
認
知
症
介
護
実
践
リ
ー

ダ
ー
研
修
（
実
務
者
研
修
専
門
課

程
）
修
了
者
3
介
護
相
談
員
4
認

知
症
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
や

介
護
経
験
な
ど
が
あ
る
。

▽
定
員
　
50
人
。
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
。

▽
申
込
　
高
齢
福
祉
課
（
市
役
所

２
階
）
な
ど
に
置
い
て
あ
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
書
き
、
２
月
13

日
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
、
高
齢
福
祉
課
1(

632)

２
９

０
４
、
6(

632)

３
０
４
０
へ
。

▽
日
時
　
２
月
21
日(

土)

午
後
１

時
〜
４
時
、
22
日(

日)

午
前
10
時

〜
午
後
４
時
。

▽
会
場
　
ゆ
う
あ
い
ひ
ろ
ば
（
馬

場
通
り
４
丁
目
・
う
つ
の
み
や
表

参
道
ス
ク
エ
ア
６
階
）。

▽
内
容
　
お
も
ち
ゃ
の
故
障
診
断

や
加
工
技
術
な
ど
の
講
義
と
実
習
。

▽
対
象
　
市
内
在
住
で
、
お
も
ち

ゃ
修
理
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心

が
あ
り
、
両
日
参
加
で
き
る
人
。

▽
定
員
　
先
着
30
人
。

▽
費
用
　
１
７
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）。

▽
持
ち
物
　
工
具
類
。

▽
申
込
　
２
月
12
日
ま
で
に
、
電

話
で
、
ゆ
う
あ
い
ひ
ろ
ば
1(

616)

１
５
７
０
か
、
社
会
福
祉
協
議
会

1(

634)

２
９
４
１
へ
。

▽
日
時
　
３
月
６
・
13
・
16
日
、

午
前
10
時
〜
正
午
。
全
３
回
。

▽
会
場
　
平
石
地
区
市
民
セ
ン
タ

ー
（
下
平
出
町
）。

▽
内
容
　
整
体
指
導
員
・
保
健

師
・
保
育
士
を
講
師
に
し
た
講
座
。

６
日
＝
「
自
力
整
体
体
験
・
介
護

予
防
講
話
」
。
高
齢
期
の
心
と
体

に
つ
い
て
学
び
、
自
力
整
体
で
実

際
に
自
分
の
体
の
ケ
ア
を
す
る
。

13
日
＝
「
自
力
整
体
体
験
・
世
代

間
交
流
」
。
現
在
の
子
育
て
情
報

を
得
な
が
ら
、
自
宅
や
地
域
で
活

躍
す
る
方
法
の
一
つ
を
見
つ
け
る
。

16
日
＝
赤
ち
ゃ
ん
と
実
際
に
触
れ

合
い
、
若
返
る
。

▽
対
象
　
市
内
在
住
か
通
勤
し
て

い
る
50
歳
以
上
で
、
全
３
回
参
加

で
き
る
人
。

▽
定
員
　
先
着
20
人
。

▽
持
ち
物
　
タ
オ
ル
。
運
動
が
で

き
る
服
装
。

▽
申
込
　
２
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
、
平
石
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
1

(

661)

２
３
６
９
へ
。

▽
日
時
　
２
月
27
日(

金)

午
後
２

時
30
分
〜
４
時
。

▽
会
場
　
保
健
所
（
竹
林
町
）。

▽
内
容
　
家
族
の
ア
ル
コ
ー
ル
問

題
な
ど
で
悩
ん
だ
り
、
生
き
づ
ら

さ
を
感
じ
た
り
し
て
い
る
人
同
士
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◎麻しん風しん混合予防接種の対象者が追加 市内に住民登録のある、中学1年生に相当（平成7年4月2
日～平成8年4月1日生まれ）の人および、高校3年生に相当（平成2年4月2日～平成3年4月1日生まれ）
の人が追加されました。既に、乳幼児期に麻しん風しん単独の予防接種を受けた人も、追加で2回目を受
けることになります。Á保健予防課1(626)1114

本
文
中
に
費
用
な
ど
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、
原
則
と
し
て
無
料
。

＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

＝
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

教
室
・
講
座

介
護
予
防
講
演
会

「
役
立
つ
！
身
に
つ
く
！

今
日
か
ら
出
来
る
認
知
症
予
防
」

認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト

養
成
研
修

子
ど
も
の
夢
サ
ポ
ー
タ
ー

お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
養
成
講
座

自
力
整
体
で
ま
す
ま
す
健
康
に

高
齢
者
の
た
め
の
健
康
講
座

み
ん
な
で
語
り
合
お
う

こ
こ
ろ
の
健
康
を
考
え
る
会

教室名 日　時 内　容 定員など

1 ウオー
キング教
室基本編

2 ウオー
キング教
室エクサ
サイズ編

3 栄養教
室基本編
～知って
得する野
菜の食べ
方～

4 栄養教
室メタボ
対策編～
糖尿病予
防～

2月9日、3月
13日。午前10
時～正午（受
付：午前9時
30分～9時45
分）。いずれか
1日。

2月24日。午
前10時～正午
（受付：午前9
時30分～9時
45分）

2月17日。午
前10時～午後
1時（受付：午
前9時40分～
10時）。

2月20･27日、
3月6日。午前
1 0 時 ～正午
（2月27日は午
後1時まで）。
全3回。

安全で快適なウオ
ーキングを行うた
めの講話と実技
（歩いている姿を
ビデオ撮影して学
ぶ）。

健康づくりに必要
な運動量の講話
と、筋力を付ける
歩き方の実技

野菜の働きや上手
な食べ方について
の講話と調理実習

糖尿病を予防し、
健康的な生活を送
るための講話や調
理実習、運動の実
技

各25人
無料

25人
無料

30人
食材費
600円程度

30人
2月27日は
食材費
600円程度

市保健センター各種教室
▽日時・内容・定員など　下表の通り。

▽会場　市保健センター（ララスクエア宇都宮9階）。

無料駐車場はありません。

▽持ち物　1・2は運動のできる服装、運動靴。

▽申込　2月1日から、電話で、市保健センター

1(627)6666へ。定員になり次第締め切り。



の
語
り
合
い
。
事
前
に
保
健
師
が

面
接
し
ま
す
。

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
人
。

▽
申
込
　
電
話
で
、
保
健
予
防
課

1(

626)

１
１
１
４
へ
。

▽
日
時
・
内
容
　
左
表
の
通
り
。

全
４
回
。

▽
会
場
　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
中
央
１
丁
目
）
ほ
か
。

▽
対
象
　
シ
ニ
ア
世
代
。

▽
申
込
　
直
接
ま
た
は
電
話
で
、

み
や
シ
ニ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
1

(

639)

８
５
８
５
へ
。

▽
日
時
　
２
月
15
日(

日)

午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
。

▽
会
場
　
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

（
本
町
）。

▽
内
容
　
第
一
部
＝
1
「
漢
方
、

知
っ
て
ま
す
か
」
と
題
し
た
八
代

忍
さ
ん
（
大
田
原
赤
十
字
病
院
東

洋
医
学
科
）
の
講
演
。
コ
メ
ン
テ

ー
タ
ー：
毛
塚
重
行
さ
ん
（
さ
く

ら
堂
漢
方
薬
局
管
理
栄
養
士
）
。

2
「
う
つ
病
、
認
知
症
と
漢
方
」

と
題
し
た
手
塚
隆
夫
さ
ん
（
一
番

町
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）
の
講
演
。

3
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
と
漢
方
」
と
題
し
た
日
置
智
津

子
さ
ん
（
東
海
大
学
医
学
部
東
洋

医
学
講
座
）
の
講
演
。
第
二
部
＝

漢
方
相
談
。

▽
定
員
　
先
着
400
人
。

▽
申
込
　
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
を
明
記
）

で
、
「
漢
方
で
元
気
」
聴
講
希
望

と
書
き
、
〒
320-

0834
陽
南
４
丁
目

９
―
13
、
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
医

局
1(

658)

５
１
５
１
、
6(

658)

５

４
８
８
へ
。

Á
健
康
増
進
課
1(

626)

１
１
２
６

▽
助
成
対
象
　
市
内
に
住
民
登
録

の
あ
る
医
療
保
険
各
法
の
加
入
者

か
、
長
寿
医
療
制
度
対
象
者
で
、

Ｂ
型
ま
た
は
Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
性
肝

炎
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
製
剤
に

よ
る
治
療
を
受
け
る
患
者
。

▽
助
成
対
象
と
な
る
医
療
（
治
療

行
為
）

Ｂ
型
ま
た
は
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
の
除
去
を
目
的
と
し
て

行
う
、
保
険
適
用
と
な
っ
て
い
る

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
製
剤
を
用
い

た
治
療
行
為
。

▽
助
成
額
・
期
間
　
毎
月
、
医
療

保
険
各
法
の
患
者
負
担
額
の
う
ち
、

世
帯
の
市
民
税
（
所
得
割
）
課
税

年
額
に
応
じ
た
自
己
負
担
限
度
額

（
５
万
・
３
万
・
１
万
円
）
を
除

い
た
額
。
原
則
と
し
て
、
同
一
患

者
に
つ
い
て
１
カ
年
を
限
度
。

▽
助
成
方
法
　
対
象
者
に
は
、
受

給
者
証
を
交
付
し
ま
す
。

▽
申
込
　
電
話
で
保
健
予
防
課
1

(

626)

１
１
１
４
へ
。
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◎石綿による健康被害の救済に関する法律が一部改正 ▽特別遺族給付金の請求期限の延長　平成24年3
月27日まで延長▽特別遺族給付金の支給対象の拡大　平成18年3月26日までに亡くなった労働者の遺族
へと拡大。Á栃木労働局1(634)9118

健
康
・
福
祉

国
保
・
年
金

み
や
シ
ニ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
で

地
域
デ
ビ
ュ
ー
講
座

医
師
に
よ
る
市
民
公
開
講
座

漢
方
で
元
気

お
知
ら
せ

Ｂ
型
・
Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
の

医
療
費
を
助
成

日　　時

2月18日(水)午後1
時30分～3時30分

2月28日(土)午後2
時～4時

3月4日(水)午後1時
30分～3時30分

3月5日(木)午前10
時～正午

3月5日(木)午前10
時～正午

3月6日(金)午後1時
30分～3時30分

3月9日(月)午後1時
30分～3時30分

会　　場

清原地区市民セン
ター

富屋地区市民セン
ター

明保地域コミュニ
ティセンター

城東地域コミュニ
ティセンター

西生涯学習センタ
ー

富士見地域コミュ
ニティセンター

すこやか荘

問い合わせ先

地域包括支援センター
清原1(667)8222

富屋・篠井地域包括支
援センター1(665)7772

地域包括支援センター
砥上1(647)3294

地域包括支援センター
御本丸1(651)4777

地域包括支援センター
さくら西1(610)7370

地域包括支援センター
砥上1(647)3294

地域包括支援センター
砥上1(647)3294

認知症サポーター養成講座
▽日時・会場・定員・問い合わせ先　下表の通り。
▽内容　認知症を正しく理解し、認知症の人や家族を温かい
目で見守る応援者となるための講座。受講後に認知症の人を
支援する目印として、オレンジリングを配布します。
▽対象　市内に在住か通勤通学している人。
▽申込　電話で、各問い合わせ先へ。
Á高齢福祉課1(632)2904

日　　時

2月7日(土)午前10
時～正午

2月26日(木)午後1
時30分～3時30分

会　　場

横川地区市
民センター

西生涯学習
センター

定員

先着
100人

先着
50人

問い合わせ先

よこかわ地域包括支援セ
ンター1(657)7234

地域包括支援センターさ
くら西1(610)7370

時間：午前10時30分～正午

シニア世代の「地域デビュー講座」

回

1

2

3

4

テーマ

まちづくり活動とは？

地元のまちづくり活動に
団魂パワーを（現地実習）

生涯学習ボランティア活
動

福祉ボランティア入門

講　　師

安藤正知さん（市民活動
サポートセンター）

内田コウさん（今泉地区コ
ミュニティ協議会）ほか

薄井克子さん（市民大学
運営ボランティア）

社会福祉協議会ボランテ
ィアセンター職員ほか

日　時

2月13日(金)

2月27日(金)

3月13日(金)

3月27日(金)

家族介護教室
▽日時・会場・問い合わせ先　下表の通り。
▽内容　要介護高齢者の状態の維持・改善するための、介護
方法・介護サービスの上手な利用方法や介護者同士の話し合
いなど。
▽対象　要介護者を介護している家族など。
Á各地域包括支援センターまたは高齢福祉課1(632)2357



■
「
年
金
か
ら
の
差
し
引
き
」
か

ら
「
口
座
振
替
で
の
納
付
」
へ
の

変
更
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

現
在
、
保
険
税
（
料
）
を
年
金

か
ら
の
差
し
引
き
で
納
め
て
い
る

人
、
ま
た
は
今
後
差
し
引
き
さ
れ

る
予
定
の
人
は
、
申
請
に
よ
り
、

口
座
振
替
で
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
手
続
き
や
条
件
な
ど
詳
し

く
は
、
保
険
年
金
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
国
民
健
康
保
険

税
に
つ
い
て
は
1(

632)

２
３
２
０
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い

て
は
1(

632)

２
３
０
７
へ
。

▽
対
象
者
　
宇
都
宮
市
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
、
40
〜

74
歳
で
、
国
民
健
康
保
険
税
を
含

む
市
税
に
滞
納
が
な
い
人
。
受
診

時
ま
で
に
国
民
健
康
保
険
の
資
格

を
失
っ
た
人
は
対
象
外
で
す
。

▽
補
助
金
額
　
１
万
円
。
受
診
当

日
に
受
診
費
用
か
ら
差
し
引
く
た

め
、
受
診
後
の
申
し
込
み
は
不
可
。

▽
申
込
　
電
話
で
、
左
上
表
の
�

�
の
各
健
診
機
関
に
「
宇
都
宮
市

国
民
健
康
保
険
に
加
入
」
と
言
っ

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
表
に

な
い
健
診
機
関
で
受
診
す
る
場
合

は
、
補
助
で
き
ま
せ
ん
。

▽
そ
の
他
　
年
度
内
に
人
間
ド
ッ

ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク
の
ど
ち
ら
か

１
回
の
補
助
と
な
り
ま
す
。
費
用

や
検
査
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
直

接
、
各
検
査
機
関
へ
。

Á
保
険
年
金
課
1(

632)

２
３
１
６

介
護
保
険
制
度
を
適
正
に
運
営

し
て
い
く
た
め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
状
況
や
現
地
確
認
な
ど
、

介
護
保
険
の
給
付
適
正
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

■
主
な
取
り
組
み

▽
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
点
検
。

▽
住
宅
改
修
、
福
祉
用
具
購
入
・

貸
与
に
つ
い
て
の
現
地
調
査
。

▽
介
護
給
付
費
通
知
。

▽
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
へ
の
指

導
の
実
施
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
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◎動物との触れ合い方を学ぼう　�ペットの飼い方教室～毎月20日はアニマルの日～ ▽日時　2月20日
(金)午前11時～正午、午後2時～3時▽内容　ペットの飼い方など（イヌ・ネコ中心）、子ども向け体験教
室。�ウサギガイド ▽日時　毎週土・日曜日、祝休日の午後１時30分～２時▽内容　ウサギの抱っこ
の仕方■会場 八幡山公園動物舎■申込 不要。�公園緑地課�(632)2529、宇都宮動物園�(665)4255

本
文
中
に
費
用
な
ど
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、
原
則
と
し
て
無
料
。

＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

＝
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
加
入
者
に

人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク

受
診
費
用
の
一
部
を
補
助

国
民
健
康
保
険
税
・

長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）

保
険
料
の
納
付
方
法

介
護
給
付
適
正
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

献血にご協力を 「はたちの献血」キャンペーンは、2月28日まで

新成人として社会への第一歩を踏み出そうとして

いる若い皆さん、「はたちの献血」にチャレンジして

みませんか。

■若い世代の協力が必要です

医療機関では毎日たくさんの輸血用血液を必要と

していますが、少子高齢化などの影響で、献血でき

る人口は年々少なくなってきています。

■冬は献血者が減少します

献血者数は季節や天候による変動が大きく、特に

冬場は、風邪などで体調を崩す人や薬を服用してい

る人が多くなるので、輸血用血液が大変不足します。

献血者の減少は、長期保存のできない輸血用血液の

不足につながってしまいま

す。

■重要な「成分献血」と

「400ml献血」

血液製剤の一部は海外か

らの輸入に頼っていますが、

国では、全ての血液製剤を

国民の献血により確保する

体制を目指しています。

このため、献血の中でも特

に重要とされる「成分献血」（血しょうや血小板など

特定の成分だけを献血する方法）と「400ml献血」

への皆さんのご協力が必要です。

■献血は身近にできるボランティア

安全な血液製剤を安定的に確保する

ため、新成人以外の皆さんも、ぜひご

協力をお願いします。

�保健所総務課�(626)1102

主な採血基準 400ml献血

年　　齢 18～69歳

体　重

※65歳以上の献血には、60～64歳に献血の経験がある人に限ります。

男

女
50㎏以上

成分献血

血しょう 血小板
16～69歳

18～69歳

45㎏以上

40㎏以上

18～54歳

200ml献血

献血キャラクター
「けんけつちゃん」

�人間ドック検診機関
NO 検診機関名 電話番号
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

宇都宮市医療保健事業団（竹林町）
済生会宇都宮病院（竹林町）
宇都宮記念病院（大通り１丁目）
宇都宮社会保険病院（南高砂町）
鷲谷病院（下荒針町）
宇都宮セントラルクリニック（屋板町）
宇都宮東病院（平出町）
ミヤ健康クリニック（刈沼町）
栃木県保健衛生事業団（駒生町）
比企病院（一番町）
冨塚メディカルクリニック（徳次郎町）

1(625)2213
1(626)5565
1(625)7831
1(653)1001
1(648)0484
1(657)7302
1(683)5771
1(667)8181
1(623)8282
1(651)3280
1(666)2555

�脳ドック検診機関
NO 検診機関名 電話番号
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

鷲谷病院（下荒針町）
宇都宮セントラルクリニック（屋板町）
大曽内科脳神経外科医院（大曽２丁目）
佐々木記念クリニック（屋板町）
藤井脳神経外科医院（中岡本町）
星脳神経外科（竹林町）
宇都宮東病院（平出町）
比企病院（一番町）
宇都宮記念病院（大通り１丁目）
冨塚メディカルクリニック（徳次郎町）

1(648)0484
1(657)7302
1(625)5005
1(656)7117
1(673)6211
1(600)4410
1(683)5771
1(651)3280
1(625)7831
1(666)2555



力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
２
月
２
日
に
介
護
給
付
費
通
知

を
発
送

自
分
の
使
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス

内
容
に
つ
い
て
確
認
い
た
だ
く
た

め
、
介
護
給
付
費
通
知
を
約
２
０

０
０
人
に
発
送
し
ま
す
。

な
お
、
介
護
給
付
費
通
知
は
、

新
た
な
負
担
を
求
め
る
請
求
書
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

Á
高
齢
福
祉
課
1(

632)

２
９
０
５

胃
が
ん
検
診
は
、
集
団
健
診
の

ほ
か
に
、
医
療
機
関
で
の
個
別
健

診
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

個
別
健
診
で
は
、
Ｘ
線
撮
影
検

査
ま
た
は
内
視
鏡
検
査
で
の
受
診

が
可
能
で
す
。
受
診
で
き
る
医
療

機
関
は
、
「
健
康
づ
く
り
の
し
お

り
」
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
検
診
を
受
け
る
に

は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

検
診
は
集
団
、
個
別
の
い
ず
れ

か
で
年
度
内
に
１
回
の
受
診
と
な

り
ま
す
。

▽
対
象
　
市
内
在
住
で
、
40
歳
以

上
の
人
。

▽
申
込
　
個
別
健
診
＝
市
発
行
の

「
健
康
づ
く
り
の
し
お
り
」
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
医

療
機
関
へ
。
集
団
健
診
＝
左
表
で
、

日
程
・
会
場
を
確
認
し
、
電
話
で

健
康
増
進
課
1(

626)

１
１
２
９
へ
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
で
、
特
定
健
康
診
査
の
受
診

券
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
お
早
め

に
近
く
の
医
療
機
関
な
ど
で
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
診
方
法
　
1
個
別
健
診
ま
た

は
2
集
団
健
診
。

▽
健
診
項
目
　
身
体
計
測
（
腹
囲

な
ど
）
、
血
圧
測
定
、
空
腹
時
血

糖
、
血
中
脂
質
（
中
性
脂
肪
、
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
な
ど
）
、
肝
機

能
検
査
（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
値
な

ど
）。

▽
持
ち
物
　
市
か
ら
送
付
し
た
受

診
券
と
健
康
保
険
証
。

▽
申
込
　
1
個
別
健
診
＝
か
か
り

つ
け
（「
健
康
づ
く
り
の
し
お
り
」

に
掲
載
さ
れ
た
）
の
医
療
機
関
へ
。

2
集
団
健
診
＝
左
表
な
ど
で
日

程
・
会
場
を
確
認
し
、
電
話
で
健

康
増
進
課
1(

626)

１
１
２
８
へ
。

平
成
20
年
中
（
１
〜
12
月
）
に

納
め
た
保
険
料
は
、
社
会
保
険
料

と
し
て
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。申

告
を
す
る
と
き
に
は
、
領
収

書
や
、
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴

収
票
（
１
月
末
ま
で
に
年
金
支
払

者
か
ら
送
付
）
、
口
座
振
替
済
通

知
書
（
12
月
中
旬
に
高
齢
福
祉
課

か
ら
送
付
済
）
な
ど
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

な
お
、
所
得
税
法
な
ど
の
規
定

に
よ
り
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ

た
保
険
料
（
特
別
徴
収
分
）
は
、

本
人
以
外
の
社
会
保
険
料
控
除
と

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

Á
高
齢
福
祉
課
1(

632)

２
９
０
８
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◎すこやか親子講座 ▽日時　第1回＝2月18日(水)、第2回＝2月27日(金)、午前10時～正午。全2回▽会
場　富屋地区市民センター（徳次郎町）▽内容　第1回＝保育士による親子ふれあい遊び、保健師による
生活リズムの講話。第2回＝栄養士による離乳食の進め方の講話と試食、保育士による親子ふれあい遊び、
保健師による事故防止の講話▽対象　市内在住の、おおむね3～6カ月の乳児とその親で、2回とも参加で
きる人▽定員　先着20組▽申込　直接または電話で、富屋地区市民センター�(665)3698へ。

健
康
・
福
祉

国
保
・
年
金

お
済
み
で
す
か
胃
が
ん
検
診

個
別
健
診
で
も
受
診
で
き
ま
す

国
保
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

特
定
健
康
診
査
の
受
診
は

お
早
め
に

介
護
保
険
料
は

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に

健　康　診　査
■健康診査・がん検診の受診はお早めに
健康診査・がん検診はお済みですか。

健診受診券の有効期限は3月末です。まだ受診し

ていない人は、早めに受診しましょう。

■3月地区健診（集団）

▽申込　電話で､健康増進課へ。

※節目年齢（40・45・50・55・60・65・70歳）の

女性を対象に、全日程で「骨粗しょう症検診」を

実施しています。

■個別健診
・胃がん検診が始まりました｡Ｘ線か内視鏡の選択制に

なります。

・詳しくは、｢健康づくりのしおり｣をご覧ください。

■3月乳がん検診（マンモグラフィ検査）

▽申込　電話で、健康増進課へ。

■節目健診
・対象者には、誕生月前に案内はがきを郵送します。

■健診受診時の注意
・受診する際には、必ず健診受診券と保険証をお持ち

ください。受診券がないと受診できません。紛失し

たときは、受診券を再発行しますので、健康増進課

へご連絡ください。

・同一年度に同じ健診を2度受けることはできません。

・各検診とも、市内に住民票のある人が対象です。

・各医療保険者が実施する「特定健康診査」の受診を

希望する人は、健診の受け方や申し込み方法など、

各医療保険者からの通知やお知らせを確認してくだ

さい。

・国民健康保険加入者は、平成19年度まで国保からの

助成により健診料金の半額で受診できましたが、平

成20年4月から、医療制度改革により助成制度は廃止

となりました。

・高齢受給者、長寿医療制度（後期高齢者医療制度）

加入者、生活保護受給者、市民税非課税世帯の人は

無料です。

・詳しくは、｢健康づくりのしおり｣をご覧ください。

Á健康増進課1(626)1129

健　診　会　場 期　　　　日

市保健センター
※無料駐車場はありません。

1(日)・6(金)・8(日)・9(月)・
12(木)・15(日)・21(土)・
23(月)・28(土)・31(火)。

健　診　会　場 日　　　　時

市保健センター 1(日)・6(金)、午後1時～と2時～。

市医療保健事業団
検診センター（竹林町）

4(水)、午後1時～と2時～。




